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論文内容の要旨
本論文は、血液の電子工学的計測に関する研究をまとめたものであり、論文の構成は、 9 章より成
っている。
第 1 章では、血液分析の重要性について述べ、つぎに、本論文に出てくる血液に関する諸用語、お
よび、血球の電気的特性について概説し、本研究と従来の研究との関係を明らかにしている。
第 2 章では、血球計数部の新しい検出回路について述べている。この方式は、検出電源に高周波を
用い、検出器電極聞を血球が通過することによる検出器端子電圧の振幅変調作用を利用して信号を検
出するもので、従来の諸方式の欠点、を改良したものである。
第 3 章では、ヘマトクリット量の新しい測定法について述べている。この方式は、赤血球検出信号
の波高値が血球の体積に比例する性質を利用したもので、検出信号をA-D変換し、その出力をカウ
ンタに累積して測定するもので、従来の諸方式の欠点を改良したものである。
第 4 章では、赤血球粒度分布の測定法について述べている。この方式は波高分析器の原理を応用し
て測定するもので、従来の方式に比べて、測定精度の向上と、測定時間の短縮をはかることができる。
第 5 章では、第 3 章で述べたヘマトクリット量測定部の温度補正回路について述べている。赤血球
検出信号電圧は、周囲温度の上昇により増加するので、この影響を変形スイープ回路を用いて補正し
ている。
第 6 章では、ヘモグロビン量測定部よりのアナログ電圧V を A-logV (Aは定数)に比例したディ
ジタル出力を得ることができる変換回路について述べている。この方式は、従来の方式に比べて回路
構成が簡単で、ある。
第 7 章では、 2 ， 3 , 4 ，および、 6 章で述べた血液に関する各測定部を一つにまとめて、血液分
析システムを構成する方法について述べており、赤(白)血球数、ヘマトクリット量、ヘモグロビン
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量、赤血球粒度分布、平均赤血球容積、平均赤血球色素量、平均赤血球血色素濃度を一つのシステム
で求めることができる。
第 8 章では、磁性薄膜記憶装置の設計法と周辺回路の構成法について述べている。設計法では、記
容量が一定の場合、読出電圧を最大にする語数とけた数の関係が求められている。周辺回路では、可
変ストロープパルス発生器として、変形スイープ回路を用いたものと、ダイオードの逆回復特性を利
用したものの構成法が述べられている。これらは、第 4 章の粒度分布測定部の記憶装置に適用するこ
とができる。
第 9 章では、結論として、本研究で得られたおもな成果と、今後に残された問題が述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文に述べられている問題とその研究成果を要約するとつぎのようである。
第 2 章には、血球計数部の新しい検出回路について述べられている。この回路は、従来の方式に比
べて、回路構成が簡単で、 SN 比がよく、稀釈液が電気分解を起さない点などですぐれている。この
方法は、従来の方式に比べて、測定手数の簡約と測定時間の短縮、装置の簡単化、精度の向上などの
点ですぐれている。
第 4 章には、波高分析器の原理を応用した赤血球粒度分布の測定法について述べられている。この
方式は、従来の方式に比べて、測定精度の向上測定時間の短縮などの点ですぐれている。
第 5 章には、第 3 章のヘマトクリット測定における温度特性補償法について述べられている。赤血
球検出信号電圧と周囲温度との関係は、一次関数で近似されるので、抵抗変化を電圧変化に変換し、
この電圧を論文提出者の考えた変形スイープ回路の入力として加えて、 A-D変換器のスイープ電圧
の勾配を入力電圧に比例して変化させ補正する方法が示されている。なお、この方法は、 A-D 変換
器のスイープ電圧をある関数で補正する場合に応用することができる。
第 6 章には、ヘモグロビンメータのアナログ出力電圧を A-D 変換するための新しい変換器につい
て述べられている。この方法は、従来の方式に比べて、簡単な回路構成で A-D 変換ができる点です
ぐれている。
第 7 章には、血球数、ヘマトクリット量、赤血球粒度分布、ヘモグロビン量、平均赤血球容積、平
均赤血球血色素濃度を総合的に分析できるシステムの構成法が示されている。
第 8 章には、 (1)、磁性薄膜記憶装置で、記憶容量が一定の場合、読出電圧が最大になるような語数
とけた数の関係が求められている。このような関係は、従来、明らかにされていなかったものである。
(2)、周辺回路として、可変ストロープパルス発生器の構成法が 2例述べられている。これらの方法は、
従来の方式に比べて回路構成が簡単で、集積化が容易な点ですぐれている D
以上の研究結果は、この方面に関する工学および、工業上の進歩に寄与するところが大である。よ
って、博士論文として価値あるものと認める。
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